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平成 29年 1月 16日（月）、本会は、岩手県森林組合会館を会場に内陸部生活支援相談員等情

報交換会を開催し、内陸部の生活支援相談員、もりおか復興支援センター及びいわて内陸避難者

支援センターの職員 24名が参加しました。 

いわて内陸避難者支援センターから活動状況や課題について情報提供があった後、グループに

分かれ情報交換を行いました。情報交換では、内陸の災害公営住宅について、高齢独居世帯への

見守りについて、サロンについて等が挙げられました。 

県は、平成 29年 2月に盛岡市の一部（月が丘）、一関市

の一部（萩荘）、花巻市、遠野市に建設する災害公営住宅の

仮入居募集を開始し、その他については建設地が確定した時

点で仮入居募集を実施します。それに伴い、市町村社協とい

わて内陸避難者支援センターとの情報共有が一層重要になっ

てきました。また、参加者からは内陸部の災害公営住宅の建

設に伴い、沿岸部の災害公営住宅の自治会設立の取組につい

て話を聞いてみたいとの要望も挙げられました。 

 

○ 活動対応実績（平成 28年 12月末現在） 

・ 相談人数 2,854人、相談件数 1,257件。 

・ うち電話相談・連絡 875件、訪問・同行支援 722件、面談 86件。 

○ 意向把握実績（戸別訪問）（平成 28年 12月末現在） 

 ・ 沿岸市町村及び福島県からの依頼件数 737件。（12月末までに全世帯を訪問済） 

・ うち意向確定・行先決定 469件、意向不明・未定 268件。 

 

○ 災害公営住宅の建設について 

・ 内陸の災害公営住宅入居を考えている方の中には、「情報が無いので、今動き出しても仕方

がない」と考える人がいる。一方で、沿岸の災害公営住宅の入居希望は早く出さなければな

らず、住民が混乱している。 
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・ アンケートを記入した時と入居希望を出す時とで、本人の希望が変わる可能性があるかも

しれない。 

○ 高齢独居世帯への見守り及び他機関・他団体との連携について 

・ 特別に高齢独居世帯への訪問・見守り方法があるわけではない。訪問の際には健康状態の

確認を最優先にしている。繋ぎ先は主に地域包括支援センターや民生委員。 

・ 県社協が運用しているお元気見守りシステムを使った見 

 守りの中に、被災者も含まれている。 

・ 小地域福祉ネットワークで「電気がついているか」等、 

外からの見守りを行っている。 

・ 高齢独居世帯を含め、気がかりな世帯への訪問を重点見 

守りとして訪問。重点訪問の中でも訪問拒否が見られる世 

帯や、まごころ宅急便事業と併せてヤマトと連携して見守 

りしている世帯がある。 

 

◆ 建設予定戸数 

盛岡市 162戸 

花巻市 25戸 

北上市 32戸 

遠野市 14戸 

一関市 36戸 

一関市千厩町 10戸 

奥州市 12戸 

計 291戸 

◆ 仮入居募集状況 ＜申込期間：平成 29年 2月 13日（月）～24日（月）＞ 

 


